
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展覧会で培われる力 

 

いま、目黒区美術館で「めぐろの子どもたち展」が開催され、 

区内の児童・生徒の多彩な作品が展示されています。本校からも、 

図工作品５２点、書写作品３９点が出品されており、子どもたち 

一人ひとりの表現の豊かさが伝わってきます。会期は 2 月 1 日 

（日）までですが、子どもたちの創意工夫あふれる作品をぜひ 

ご覧になってみてください。 

開館時間等は右のＱＲコードのチラシにてご確認ください。 

 

さて、めぐろの子どもたち展に続いて、２月１３日（金）、１４日（土）には、本校体育館で、展

覧会を開催いたします。展覧会は、自分自身と向き合いながら表現を深めていく学びの場です。そ

れぞれの作品は、完成した形だけでなく、そこに至るまでの試行錯誤や工夫の跡が感じられるもの

です。同じ題材に取り組んでいても、色の選び方や形の表し方、素材の生かし方は一人ひとり異な

り、子どもたちの感じ方や考え方の違いがそのまま表れています。作品づくりを通して、自分の気

持ちや考えと向き合う力が育っていきます。また、展覧会は、友達の作品にじっくり触れる学びの

場でもあります。友達の作品を見て「なるほど」と見方が広がったり、「自分もやってみたい」と新

しい意欲が生まれたりすることも、大切な学びの一つです。鑑賞を通じて感じたことを言葉にする

中で、友達のよさを認める姿や、自分の考えを伝える力も育っていきます。ぜひ展覧会では、子ど

もたちが作品をつくりながら、どんなことを感じたり、工夫したりしたのか、友達の作品を見て、

どんな感想をもったのか、お子さんと一緒に参観しながら聞いたり、ご家庭での話題にしたりして

いただければと思います。 

  

 展覧会で培われる「自分の表現と向き合う力」「友だちのよさを認め、自分の考えを伝える力」は、

これからの学校生活の中でも、子どもたちを支える大切な力となっていきます。試行錯誤しながら

完成させた個性あふれる作品を通して、子どもたちの成長を感じていただければ幸いです。ぜひた

くさんの保護者、地域の皆様のご来校を心よりお待ちしております。 

副校長 水村 考良 

心ゆたかで思いやりがある子 よく考えて進んで行動する子 からだも心もじょうぶな子 
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